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令和６年８月１９日 

タイトル 

県下初 既存救急医療ＤＸシステムと共存するマイナ救急 

マイナンバーカードを活用した救急業務（マイナ救急）の実証事

業を実施します 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

本市消防本部では、９月６日（金曜日）から総務省消防庁所管の

マイナ救急の実証事業を実施します。 

◇報道機関向け救急活動デモンストレーションの実施 

【日時】９月３日（火曜日）午前１１時３０分から（１５分程度） 

【場所】秦野市消防本部 ３階講堂 

※取材を希望される場合は、８月３０日（金曜日）午後１時まで

に秦野市消防本部消防管理課（0463-81-8020）へご連絡くださ

い。 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
本市の救急隊が出動する救急現場において実施 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

◇事業概要 

・救急隊が専用のタブレット端末で傷病者のマイナンバーカード

を読み込み、処方薬情報や健康診断結果等の医療情報を閲覧し、

救急業務の迅速化・円滑化を図るものです。 

・本実証事業は、全国６７消防本部で実施するもので、県下消防

本部の実施状況は、次のとおりです。 

５月２３日 ８月９日 ８月２３日 ９月６日 

平塚市 茅ヶ崎市 横須賀市 秦野市 

 厚木市 逗子市 川崎市 

  葉山町 伊勢原市 

・実証事業実施期間は、令和６年９月６日から約２か月間です。 

 

本市消防本部では、令和６年４月に傷病者情報の伝達を迅速・

確実に行うため、TXP Medical株式会社の「NSER mobile」（以下

「既存救急医療ＤＸ」という。）の導入をしました。 

既存救急医療ＤＸとマイナ救急を併用した救急活動は、県下初の

取組で、救急活動における傷病者情報の収集及び伝達など、傷病者、

救急隊及び医療機関の有用性に関する相乗効果が期待できます。 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

ホームページ

URL 

「マイナンバーカードを活用した救急業務（マイナ救急）の実証事業を実施します」

https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1718100524432/index.html 

問い合わせ 
消防管理課 担当：室伏 

電話：０４６３（８１）８０２０ 

 


